
まちからのお知らせ、生活に関する制度について

４　調査結果考察
　小学校の結果においては、算数Ａが大きく全国・県を上回りましたが、Ｂ問題は国語・算数ともに下回り、
活用力に課題があると言えます。中学校の結果においては、すべての項目で全国・県を下回り、特に数学の
基礎学力・活用力の向上が課題となっています。
　また、学習状況や日常生活における調査結果において、町内の小学生は『本をよく読む』『家庭学習をし
ている』『地域に根付いて生活している』など素晴らしい傾向があると同時に、『書くことを苦手としている』
という課題を持っています。また、中学生においては『テレビ等の視聴時間が長い』『家庭での学習時間が
少ない』『感想文等を書くことは難しい』生徒が多い傾向があるようです。

◆平成 25 年度　全国学力・学習状況調査（通称：全国学力テスト）の
　結果について

１　調査概要

１　調査期日：平成 25年４月 24日（水）
２　対象学年：小学校第６学年、中学校第３学年

２　全国平均、県平均、本町平均　　※数字は正答率（％）

国語Ａ 国語Ｂ 算数/数学Ａ 算数/数学Ｂ

小６
全国平均 62.7 49.4 77.2 58.4
県平均 64.7 47.9 78.8 56.7
大崎町平均 61.1 45.2 82.0 56.4

中３
全国平均 76.4 67.4 63.7 41.5
県平均 75.4 64.8 61.5 39.2
大崎町平均 72.3 59.8 53.8 33.7
※　Ａ…『知識』に関する問題　　Ｂ…『活用』に関する問題

３　学習状況調査　※全国・県との差が大きいものを抜粋。数値は回答数（％）

○小学校６年生 全国 県 大崎町

学校図書室や地域の図書館に『１週間に１回以上行く』と答えた児童 20.5 45.8 65.6

授業の復習を『している』『どちらかといえばしている』と答えた児童 51.4 63.4 73.0
地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることが『ある』『ど
ちらかといえばある』と答えた児童 38.6 38.8 51.0

今回の国語の問題について、解答を文章で書く問題に対し、『最後まで
解答を書こうと努力した』と答えた児童 69.8 68.4 57.3

算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに『書いてい
る』と答えた児童 52.2 54.1 43.8

○中学校３年生 全国 県 大崎町

『学校に行くのは楽しいと思う』と答えた生徒 46.0 49.3 55.2

『今住んでいる地域の行事に参加している』と答えた生徒 16.7 25.6 31.9

『１日に４時間以上テレビやビデオ・ＤＶＤを見る』と答えた生徒 14.0 10.1 21.6

学校以外での学習時間を『２時間以上』と答えた生徒 36.5 43.9 20.7

学習塾（家庭教師含む）で学習している生徒 60.3 45.8 31.0

原稿用紙２～３枚の感想文等を書くことは『難しい』と答えた生徒 39.7 41.8 47.4
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